






















































































































1 郷土に即したる 神国教、神代文化の分布と美濃、先住民と」 地理科
国史細目編纂 遺物、恵那山伝説、蛭川村社安弘見神社、 I蛭川村地図I
喪山の伝説 匪景写國
2 郷土美談 郷土の偉人の美行良蹟を摘録して、蛭川郷 学校からの距離、人口増加表
土美談として編集し、修身、其の他の学科 各区別人口、戸数変化各区別
を通じて、児童教育の資に供せんとする 戸数児童数変化、諸団体創立
3 算術科補充問題 （例）我が村の戸数は 572戸あって商家の 13 年月日
倍に当る農家がある。農家及び商家は各々 ↓ 
何戸か。 予算表、養蚕収穫表、米の産
4 調査研究 昔の蛭川村民の生活状態を聴取記録 額果樹及野菜、牧畜





















































































































































1 入学式 1 私の学校
四 2 始業式 自然直感の指導 学校の位置
3 神武天皇祭 語彙表による指導 校舎運動場
入学卒業報告祭 先生のなまへ
月 8 灌仏祭雛祭 カード遊び指導 2 雛つくり
14.15 村社祭典 花遊び指導 3 学級園種まき
29 天長節 雛遊び指導 4 花祭り
30 靖国神社祭
2] 講堂修身 自然直感の指導 1 花
五 3 (五六年） 独創直感の指導 自分の家にあるもの
4 父兄懇談会 砂場遊びの指導 学校にあるもの， 講堂修身（三四年） 語彙表による指導 野にあるもの
月 12 協働労作 カード遊び指導 2 国旗の提灯つくり
16 講堂修身 花遊び指導 （算術学習用）
20 協働労作 雛遊び指導 3 私のうち祖父母、父母、
27 海軍記念日講話 兄弟、姉妹、役場見学
1 班長会議 端午節句祭 1 鯉のぼり作り（当地は旧暦）
2 班員会議 語彙表による指導 2 片仮名カード作り
ノI‘ 3 協働労作 カード遊び指導 3 字引を作り始める
6 学校自治会 砂場遊び指導 4 虫の調査
8 端午節句 自然遊戯 でんでんむし
月 10 協働労作 独創遊戯 ほたる
12 学校自治会 共同遊戯 てふ
17 協働労作 5 サルカニ劇
24 協働労作





































































1 勤労奉仕労作 1. 勤労奉仕の労作 2. 学校内外の掃除、装飾、運動場の整理、整頓、等

















































































































































































































土教育号」， 1931年5月） 1 2頁
(8)「昭和六年以降 勤彊義校研究録」（蛭川小学校，
蛭川村郷土資料館蔵，分類番号 143)。なお，蛭川
村では小学校を「勤彊義校」，実業補習学校を「勤
彊義塾」といい，後者では塾風教育が実践されて
いた。
(9)「勤彊義校録」（昭和六年六月，蛭川村小学校），
6-7頁。
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(10)同上，頁数なし。
(1)岐阜県恵那郡は隣県の長野県と同様，養蚕業が盛
んな地域であった。従ってこの時期の繭価の下落
の影響を強く受けており，これは蛭川村において
も同様であった。
(12)西尾彦朗は，昭和 6年 (1931),33歳の若さで内
部昇格によって校長となり，蛭川村の全村教育運
動である「興村教育」を主導した。彼はそれまで
中央の教育界でもてはやされていた大正新教育に
ついて，戦後「かりものとほんもの」という一文
の中で，新教育を無批判に導入していた当事の状
況を「かりもの」と批判し，「ほんもの」の教育
は児童•生徒の生活に根ざすべきものであるとし
ている。〔雑誌『人間教育』昭和26年 (1951)8 
月号〕
(13)「我が校の郷土教育（上）」『岐阜県教育』 (1932年
10月号） 14-15頁
(14)西尾彦朗『体験抄録興村教育の経営』 1940年，
帝国教育会出版部， 275頁。
(15)蛭川村では大正末年から昭和初年にかけて山崎延
吉の全村学校講習会が開催されており，その後も
恵那郡では成年団や処女会の合宿講習会に安城農
林学校や国民高等学校系の講師が招かれている。
(16)尾高豊作「郷土と学校 その分離から融合へ」『郷
土教育』（第21号， 1932年7月） 6-7頁。
(17)同上， 8頁。
(18)西尾彦朗『体験抄録興村教育の経営』昭和 15年，
帝国教育出版。
(19)西尾，同上， 109頁。
(20)西尾，前掲， 115頁。西尾は，この 4段階を，「目
的的活動，計画立案活動，実践活動，過程回顧
＝鑑賞の活動」とも言い換えており，「生活指導
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の根本過程とも称すべき」と言っている（同上，
135頁）
(21)「恵那軍蛭川村更正計画書」 1933年 6月，恵那郡
蛭川村， 28-29頁。
(2)西尾「これまでの教育 これからの教育」〔『父母
と教師の教育読本』，岐阜県境職員組合恵那支部
編， 1958年〕 14頁。
(23)西尾，同上， 86-87頁
(24)西尾，前掲， 88頁
(25)西尾，前掲， 181頁
(26)小原友行『初期社会科授業論の展開』， 1999年，
風間書房。
(27)森川，前掲， 101頁。
